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   国際医療福祉大学 成田看護学部 助教 古山陽一 

「男性ケアワーカー(male nurse)」と共に考える 

男性にとっての男女共同参画プログラム 

［本日の概要・ねらい］ 

本日のワークショップでは、国立女性教育会館が作成した「男性を対象とした学習プログラムの考え方」

（https://www.nwec.jp/research/cb4rt20000001nd4-att/program.pdf）を手引きとしつつ、  

女性と等しくケアに携わってきた男性ケアワーカー（Male nurse）としての視点や経験を提示することで、    

「男性にとっての男女共同参画プログラム」について検討を行うと共に、これまでの男性支援のあり方についての

再考をねらいとしています。 

プログラム 

１. 自己紹介：講師、参加者（15分） 

２. 講義：男性ケアワーカーとしての経験からみえる男性支援の現状と課題（20分） 

３. グループ・ワークの説明：方法、ルールの確認、グループ分けなど（5分） 

４. グループ・ワーク：男性にとっての男女共同参画プログラム案の作成（50分）  

５. 発表：各グループで作成したプログラム案の発表（15分） 

６. まとめ：まとめと質疑応答（15分） 

 

自己紹介(お一人 1 分) 

➊お名前（苗字、ニックネームなど）： 

➋所属（女性関連施設、NPO、行政など）： 

➌仕事（事業企画者、子育て支援者、研究者など）： 

❹受講動機： 

➎その他： 
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企画案：「男性にとっての男女共同参画プログラム」 

➊対象：以下の【1】～【3】に、「○」を付け(複数選択可）、具体例を記載して下さい 

【1】地域活動にかかわっていない男性(具体例：                                        ) 

【2】地域活動にかかわっている男性(具体例：                                         ) 

【3】男女共同参画の地域づくりにかかわる支援者(具体例：                                 ) 

➋基盤的目標：以下の【1】～【3】に、「○」を付けて下さい(複数選択可） 

【1】男女共同参画意識の醸成、 【2】実態・課題の把握・理解、 【3】課題解決・実践力の形成 

➌力量形成の内容：以下の【1】～【3】に、「○」を付けて下さい(複数選択可） 

【1】ケア・対人関係のスキル等、 【2】生活自立、家事スキル等、 【3】WLB、キャリア形成、ライフプラン等 

➍力量形成の目的：以下の【1】【2】のいずれかに、「○」を付けて下さい 

【1】男性が、女性のサポート役として、ケアの担い手となるための支援 

【2】男性が、ケアの主たる担い手となるための支援                          

➎プログラム名： 

➏概要・ねらい： 

 

➐プログラム内容： 

 

 

➑講師のプロフィール像： 

➒定員：                          ❿予算： 

⓫プログラムを企画する上で、特に工夫したり配慮を要する点など： 

【1】プログラムの内容に関する工夫・配慮 

 

【2】参加者確保のための工夫・配慮 

・広報面： 

・その他： 

⓬その他、留意事項など： 

以上 


